
フランスで星を見つけてノーベル賞

図１．ケローさん（左）とマイヨールさん（右）背景
はチリのラ・シラ天文台
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今年のノーベル物理学賞は、太陽系外惑星

２０１９年のノーベル賞の受賞者が発表されました。化学賞はリチウム・イオン電池

の３人で、その中に大阪の北野高卒業生の吉野彰さんが選ばれました。スマホにも

入っている身近な電池で、日本人も受賞と親しみやすい要素が満載ですね。

でも、天文担当の私としては、宇宙

分野で２組３人が受賞になったノー

ベル物理学賞に注目なのです。うち

１組は宇宙論の大御所ピーブルズさ

ん。そしてもう１組が特に嬉しくて、ス

イス・ジュネーブ大学のミシェル・マイ

ヨールさん＆ディディエ・ケローさんの

師弟コンビ（図１）でした。発表された

とき「ついに取ったどー！」と興奮しま

したよ。

マイヨールさんたちの受賞理由は、

天体を発見したことです。意外かもし

れませんが、天体を見つけて受賞というのは、１９０１年に始まるノーベル賞の歴史で

も珍しい（注１）ことです。ちなみに、彼らが見つけたのは惑星。それも、太陽と同じタイ

プの恒星を巡る、太陽系外惑星を初めて（注２）発見したのです。これは１９９５年に

発表されセンセーションを巻き起こしました。ＳＦ映画では当たり前のように宇宙人が

住む惑星が登場しますが、実際には発見されていなかったので、太陽系は宇宙では

きわめて特殊な存在ではないかとまで考えられていたところだったのです。

マイヨールさんたちの発見後、惑星発見専用機も開発されました。チリのラ・シラ天

文台のＨＡＲＰＳや、ケプラー宇宙望遠鏡など専用探査機の活躍もあり、２０１９年１１

月現在では４０００以上の太陽系外惑星が発見されています。

受賞の理由として「宇宙における地球の位置づけについての理解を深めるのに貢

献した」とあります。空を見上げれば、惑星だらけという事実を我々は知ったのです。

マイヨールさんたちは太陽系外惑星を、フランスの古い望遠鏡による観測で発見

さて、それまで誰もなせなかった太陽系外惑星の発見。マイヨールさんたちは、い

ったいどうやったのでしょうか？ だいたい惑星はものすごく暗く、とらえることは難しい

わけです。そこでとられたのは、恒星のふらつきを調べるというものでした。

恒星のまわりを惑星がまわっていると、恒星は惑星の引力で引きずられて周期的
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にふりまわされます。たとえば、太陽は

地球の影響で１年周期、木星の影響で

は木星の公転周期にあたる１２年周期

でふりまわされています。ふりまわされ

ると、恒星の光は「ドップラー効果」によ

り、わずかに色が変化します。その変化

をとらえるのです。視線速度法といわれ

ます。

この方法は「たまに観測すればいい」

のですが、マイヨールさんはあえて頻繁

に観測し「常識はずれの」わずか４日間

の周期でペガスス座５１番星という５０

光年彼方の平凡な恒星を公転する惑

星を発見したのです。重さは木星の半

分ほどで土星より重く「木星のようなで

かい惑星は恒星から離れたところにあ

るだろう」という、太陽系しか知らなかった天文学者の常識（というか思い込み）を覆

すことになりました。

ところでマイヨールさんたちが使ったのは、どんな望遠鏡だったのでしょうか。これが

なんと半世紀以上前の１９５８年に設置の口径１９３ｃｍの望遠鏡（図２）です。フラン

スのオート・プロバンス天文台にあるものです。ちなみに同メーカーでスペックも似た

元国立天文台岡山の１８８ｃｍ望遠鏡も佐藤文衛さんらが日本初の太陽系外惑星

発見に使いました。いずれも恒星の高精度の視線速度観測向けの機器を備えてい

ます。

注１：ノーベル物理学賞で個別の天体観測に関連するのは１９７４年ヒューイッシュの

パルサーの発見。１９９３年のハルスらのパルサー連星による重力波の研究。２００２

年のデービスと小柴昌俊の太陽と超新星の宇宙ニュートリノの検出。同年のジャコー

ニの宇宙Ｘ線源の研究。２０１７年のブラックホール合体による重力波観測です。こ

れに２０１１年の超新星観測による宇宙の加速膨張の発見が入れられるかなというと

ころです。あと宇宙背景放射関係を入れても１００年以上の賞の歴史でわずかです。

注２：最初の太陽系外惑星は、通常の恒星でない中性子星パルサーＰＳＲ Ｂ１２５７

＋１２（おとめ座）を回るものとして、１９９２年にポーランドのヴォルシュチャンが発見し

ています。パルサーの規則正しいパルスの規則の異常から発見したものです。

渡部 義弥（科学館学芸員）

図２．マイヨールらが太陽系外惑星の発見に
使ったオート・プロバンス天文台１９３ｃｍ望遠
鏡、岡山の１８８ｃｍ望遠鏡と同じグラブ・パー
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